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使用方法
· 要想有充分效果，刚开始7-10日一天一次。以后每周用2次。
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· 冷水等で冷やしたタオル、または清潔にした保冷剤などをお顔に乗せて肌を冷やします。
一般的に13℃～17℃位が炭酸ガスが
発泡しやすいと言われています。
(ちなみに手でほっぺを触ってみて、冷たくなったと感じる程度で良いですよ。)
用冷水等冷却了的毛巾，或干净的保冷剂等放在脸上冷却皮肤。

一般来说，二氧化碳在13℃～17℃之间容易发泡。

（用手在脸上摸一下，感觉变得冷了就可以了。）
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· B剤(ジェル)１包を残さずに容器に移します。
そこにA剤(パウダー)１包を全て加えてパウダーとジェルが全体に混ざるように軽く混ぜ合わせて下さい。
(量は必ずお守り下さい。)
混ぜ過ぎにはご注意下さい。
B剂(果冻状)1包全部放在容器里，不要剩。

再把A剂(粉末)1包全部放在B剂里，轻轻地搅拌 。 
(一定要守量)
注意不要过于搅拌。

· [image: image5.jpg]



· パックしたい部分にのせる様な感じで厚く(約1～2mm)ジェルをヘラで塗ります。
用小竹片在想做面膜地部分涂上厚度（约1-2mm）的果冻状混合液。
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· その上に、付属のセルバシート
(ラップ用フェイスマスクシート)
を張り付けます。
在上面贴上附属的纸膜（面膜用的薄塑料）。
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· そのまま15分以上(30分以内)
放置し、セルバシート(ラップ用フェイスマスクシート)をはがし顔に残ったジェルをヘラで大まかに取り除きます。
上面状态等15分以上(30分以内)

放置，附属的纸膜(面膜用的薄塑料)取下来，用小竹片把脸上剩余的混合液大半除去。
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· 終わりましたら、湿らせたタオルで拭き取るなどしてジェルを
完全に取りさり、その後軽く水ですすぎ、化粧水、美容液など
でお肌を整えてください。
最后，用湿的毛巾把混合液完全擦去，再用清水洗净之后，
化粧水、美容液等再涂在脸上，整理皮肤。



パック中は肌が赤くなることがあります。
また、発生する炭酸ガスがイオン化して皮膚に届くため、肌がピリピリすることがありますが、パック終了後、数分で元に戻ります。
做面膜的时候，皮肤变红或者产生出的离子化二氧化碳到达皮肤的原因，皮肤有刺痛，面膜几分钟后就会恢复原状。
注意：

お肌に合わない時や、次の場合には使用を中止して下さい。そのまま使用を続けますと症状を悪化させることがありますので
在皮肤不适合时，请下次不要再使用。继续使用会使症状恶化。

皮膚科専門医等へご相談されることをおすすめします。
请与皮肤科专门医生相谈。

1.使用中、はれ・かゆみなどの異常が現れた場合。
1. 使用中肿、痒等异常现象时。
2.使用したお肌に直接日光が当たって上記のような異常があらわれた場合。
2. 使用后皮肤晒太阳时有上面的异常反应。
3.使用後、赤み・刺激などの異常があらわれた場合。
3. 使用后，变红、有刺激等的异常反应的时候。
お肌に傷、湿疹などの異常のあるときは、ご使用をおやめください。
皮肤有伤、湿疹等的异常的时候，请不要使用。

目に入った時は、直ちに洗い流してください。

弄到眼睛里的时候，请立刻用清水冲洗。

保管及び取扱上の注意。
保管以及操作上的注意

1.A剤/1包とB剤/1包の量は必ずお守りください。
1. A剤/1包和B剤/1包必须守量。

2.A剤とB剤の開封後は保存せず使い切ってください。
2. A剤和B剤打开后，不要保留，请全部用完。
3.乳幼児の手の届かない所に保管してください。
3. 请放在儿童拿不到的地方保管。
4.極端に高温又は極端に低温の場所、直射日光の当たる場所には保管しないでください。
4. 请不要放在极端高温或者极端低温的地方、日光直射暴晒的地方。

5.一度手に取った物を容器に戻さないでください。
5. 取出混合液后不要再放回容器。
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